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1

要旨

現代日本語の「ようだ」と「らしい」は類似表現としてとりあげられることが多く、そ

の使い分けは中国人学習者にとって難しいものである。本稿では、それぞれが複数の用法

をもつ「ようだ」と「らしい」について、特に重なりが見られる《推定用法》を中心に分

析し、両形式の用法の広がりの違いを考察する。

「ようだ」と「らしい」に関する先行研究は多く、大まかに、次のような観点から違い

を論じようとするものである。①判断の根拠の違いという観点（柏岡 1980、寺村 1984、

早津 1988）、②話者の意識の違いという観点（ⅰ話者の心理的距離の遠近によって、両形

式の差異を説明しようとする研究（早津 1988、菊地 2000）／ⅱ話者の自分の下した判断

に対する責任意識の有無によって、両形式の差異を説明しようとする研究（柏岡 1980、

金 1992））、③両形式の本質的・基本的な性格の差異をみる観点（中畠 1990、田野村 1991）

である。しかし、根拠の質的な差や話者の意識的な差という観点からの説明は、個々の実

例に適用して理解するには解釈が曖昧になりやすいものもあり、日本語学習者にとって明

解であるとは言い難い。本研究は「現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）」から収集

した実例をもとに、「ようだ」と「らしい」による推定判断の特徴が文の構造の中にどの

ようにあらわれるか、また、「ようだ」と「らしい」に前接する内容を形式的な面から検

討することを通じて両形式の違いを考察した。

分析の結果、「ようだ」も「らしい」も前接する品詞は動詞である場合が一番多く、動

詞においてはシタ形をとる場合が多いことがわかる。根拠が明示される場合に、「ようだ」

も「らしい」も《推定用法》だと解釈される。この場合の「ようだ」と「らしい」はどち

らも「どうやら」「どうも」と共起でき、置き換えがしやすい。一方で、根拠が明示され

ない場合に、「らしい」は《推定用法》よりも《伝聞用法》として解釈されやすくなる。

それに対して、「ようだ」は会話文では《観察したことをそのまま述べる用法》と、小説

の地の文においては《認識したことをそのまま述べる用法》が多く、これらの場合に、「よ

うだ」は「らしい」に置き換えにくい。また、「ようだ」には「今思えば～」「思い出せば～」

といった表現と共起して「記憶」を根拠とする例もあるが、それらは「記憶」をよりどこ

ろに、以前に認識したことを述べていると考えられる。このような例は「ようだ」の特徴

であり、「らしい」とは置き換えることができない。また、文中で用いられるときに、「ら

しく」はあとに続く主節に根拠が明示されやすく《推定用法》であることがほとんどだが、

「ようで」はそうではなく、《認識したことをそのまま述べる用法》のほうが多く見られ

た。そして、「ようだ」は《観察したことをそのまま述べる用法》か、《認識したことをそ

のまま述べる用法》の場合に「明らかに」「確かに」という副詞とも共起できる。これは

「らしい」には見られない「ようだ」の特徴としてあげられる。

本稿では、「ようだ」「らしい」に前接する事態の分析は動詞文にとどまり、さらに「習

慣」や「性質」をあらわす場合についても検討に至らなかった。また、過去、現在、未来

という時間軸上にある出来事を表す動詞文とは性格が異なり、恒常的な性質をあらわす名

詞文、形容詞文の場合の分析も「ようだ」「らしい」のそれぞれの用法と関連づけながら

検討していく必要がある。今後の課題としたい。
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